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クラスタ分析 
 

Qlik Sense Septmber 2020 の新機能にクラスタ分析が追加されました。 

クラスタ分析の実装手順を紹介します。 

 

＜前提条件＞ 

 動作検証は下記環境で行いました。 

・Windows 10 

・Qlik Sense September 2020 

 [Professional] ユーザでログインが可能 

 

<クラスター分析とは> 

クラスター分析は、異なる性質の集団の中から似たものを集めてクラスターを作り、対象を

分類するための分類手法です。 

Qlik Sense では非階層型クラスタリング（K 平均法）が実装可能です。 
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＜実装手順＞ 

1. HUB 上でアプリを新規に作成します。 

 

2. 散布図を作成します。 

 

3. [スタイル]-[色と凡例]を開き、[自動]を[カスタム]に変更し、[軸ごと]に設定します。 

軸の選択に数式を設定します。 

 

■数式 

=pick(aggr( 

KMeans2D(3,Sum([売上金額])/sum(売上数量),Sum([粗利金額])/Sum([売上金額]))+1,

商品名), 

'グループ 1','グループ 2','グループ 3') 
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<数式解説> 

▼KMeans2D 関数 

k-means 法を適用して、データを分類します。 

 KMeans2D（[クラスターの個数],[X 軸の数式],[Y 軸の数式]）  

 

<数式例> 

KMeans2D(3,Sum([売上金額])/sum(売上数量),Sum([粗利金額])/Sum([売上金額]))+1 

                                        ※1 

※1 Kmeans2D 関数が返す値は 0 始まりです。1 から始めるため、「+1」します。 

 

▼Aggr 関数 

Aggr 関数は、第 1 引数で指定した集計関数での演算について、第 2 引数で指定した項目を

集約単位とした結果を返す関数です。 

 Aggr（数式,項目名）  

 

<数式例> 

Aggr( 

KMeans2D(3,Sum([売上金額])/sum(売上数量),Sum([粗利金額])/Sum([売上金額]))+1,

商品名) 

 

商品名ごとに、k-means 法を適用し、結果を返します。 

 

▼Pick 関数 

数値の連番を文字列に置き換えます。 

複数の数式（多くの場合は文字列）を列挙して、数値 n に対して n 番目の数式を返します。 

 Pic（数式,数式 1,…）  

 

<数式例> 

pick(aggr(<KMeans2D 関数>,商品名),'グループ 1','グループ 2','グループ 3') 

 

商品名ごとに、k-means 法を適用し、返された結果（数値）に対して、グループ 1、 

グループ 2、グループ 3 と置き換えます。 
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【Tips 1】 

 

本編ではクラスタの個数を指定しましたが、クラスタの個数を柔軟に変更したい場合は、 

スライダーバーを利用して、変更することも可能です。 

 

1. 変数の作成ボタンより、[新規作成]を押下し、変数を作成します。 

変数の名前を設定します。 

変数名例）v_Kmeans 
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2. [カスタムオブジェクト]-[エクステンション]-[Variable Input]をドラッグ&ドロップ 

します。 

 

3. 以下のように設定します。 

 

  

… 1.で作成した変数を選択します。 

… [Slider]を選択します。 

… スライダーバーの Min 値を設定します。 

… スライダーバーの Max 値を設定します。 

… スライダーバーのステップ数を設定します。 
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4. 散布図の[スタイル]-[色と凡例]を開き、[軸ごと]-軸の選択で設定する数式を変更します。 

 

<数式> 

=pick(aggr(KMeans2D($(v_Kmeans),Sum([売上金額])/sum(売上数量), 

Sum([粗利金額])/Sum([売上金額]))+1,商品名),'グループ 1','グループ 2','グループ 3', 

'グループ 4','グループ 5') 

 

変数は$(変数名)と指定します。 

k-means 法を適用し、返された結果（数値）に対して、置き換える値を指定します。 

3.で作成したスライダーバーの Max 値の個数とあわせてください。 
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【Tips 2】 

 

 

軸を絞り込むと、絞り込み結果に対して、再度、クラスター分析をかけます。 

クラスター分析の必要がない場合は以下のボタンを作成し、切り替えるようにしてください。 

 

1. 変数の作成ボタンより、[新規作成]を押下し、変数を作成します。 

変数の名前を設定します。 

変数名例）v_Cluster 
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2. [チャート]-[ボタン]をドラッグ&ドロップします。 

 

3. [アクションの追加]をクリックし、以下のように設定します。 

 

4. 3.に引き続き、ボタンの設定をします。 

 

… 任意の名前を設定します。 

… アクションに[変数の設定]を設定します。 

… 1.で作成した変数を選択します。 

  ='v_Cluster' 

… 変数の戻り値を設定します。 

  =if(v_Cluster=0,1,0) 

… ボタンのラベルを設定します。 

  =if(v_Cluster=0,'クラスタ非表示','クラスタ表示') 
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5. 散布図の[スタイル]-[色と凡例]を開き、[軸ごと]-軸の選択で設定する数式を変更します。 

 

<数式> 

=if(v_Cluster=0, 

pick(aggr(KMeans2D($(v_Kmeans),Sum([売上金額])/sum(売上数量), 

Sum([粗利金額])/Sum([売上金額]))+1,商品名),'グループ 1','グループ 2', 

'グループ 3','グループ 4','グループ 5'),'クラスタ非表示') 

 

ボタンの押下によって取得される変数の値を確認し、 

「0」であればクラスター分析の結果を表示し、 

「0」以外であればクラスター分析の結果を表示しないように制御します。 

 


